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ここが聞きたい 般一 質 問

田原市議会だより 第99号（2025年7月）

問	

高
齢
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
新
た
な
活
動
の
場
の

創
出
や
、
社
会
貢
献
活
動
へ
の
参
加
を
促
進
す
る
た
め
の
仕
組

み
作
り
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
施
策
は
。

答 

新
た
な
活
動
の
場
の
創
出
に
つ
い
て
は
、
サ
ロ
ン
や
介
護
予
防

教
室
等
を
開
催
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
場
を
提
供
し
て
い
く
。

ま
た
、
蔵
王
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
を

開
催
す
る
こ
と
で
、
地
域
と
行
政
が
一
緒
に
な
り
地
域
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
、
新
た
な
活
動
の
場
の
創
出
を
含
め
た
取
り
組
み
を

検
討
し
て
い
る
。
加
え
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
支

援
を
通
じ
て
就
業
機
会
の
提
供
や
、
高
齢
者
の
経
験
や
技
能
を

生
か
せ
る
場
を
創
出
し
て
い
く
。
社
会
貢
献
活
動
へ
の
参
加
を

促
す
た
め
の
仕
組
み
作
り
と
し
て
は
、
福
祉
有
償
運
送
認
定
講

習
会
、
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
よ
う
な
、
地
域
課
題

の
解
決
に
意
欲
の
あ
る
方
が
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
講
習
会
や
講
座
等
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
地
域
や
社
会
と
関

わ
れ
る
き
っ
か
け
を
提
供
し
て
い
く
施
策
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問 	 地域クラブの考え方は。
答  中学生が休日も活動できる場として、令和7年9月

から田原方式による地域クラブの活動を開始す
る。この地域クラブは、従来の学校管理下になる
部活動を引き継ぐものではなく、新たに生徒が各
自で自由に休日の過ごし方を選択できるようにす
るため、学校外での活動を希望する生徒に対して
休日の活動の受け皿となる地域クラブを設置し、
生徒がより豊かな生活を通じて、自らの成長や新
たな可能性を発見できる場となるよう取り組み内
容を考えている。

問 	 生徒への配慮については。
答  特別な支援を必要とする生徒の参加希望に対して

は、保護者をはじめ、学校の担任や特別支援教育
コーディネーター、地域クラブの代表者などが一
緒になって生徒にとって最善策を協議する必要が
ある。また、地域クラブの指導者については、年
間2回の研修を受け、生徒の発達段階や多様性な
どについても学んでもらう。

問 	 想定しているクラブや団体は。
答  学校施設開放団体として活動するスポーツ団体、

吹奏楽や演劇、クラシックバレエ等の団体や、市
内で活躍しているサークル活動など、新たな分野
で生涯学習にもつながる活動を想定している。

問 	 9月の開始に向けて生徒や保護者、市民にどのよ
うなスケジュールで周知していくのか。

答  学校の夏休み中に各学校を通じて地域クラブの目
的や方向性、活動内容等について情報発信してい
く。また、当面の間は、市ホームページに地域ク
ラブの紹介ページを設け、各クラブの活動内容や
参加方法、参加費等を掲載し周知を図っていきた
い。

部活動の地域展開について

従来の学校管理下になる部活動を引き継ぐものではない

地域クラブの考え方は

動画へ
GO

中
なか

野
の

  哲
あき

伸
のぶ

空のひばり会

※
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
車

走
行
時
に
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
排
出
ガ
ス
を
出
さ
な
い
車
の
こ
と
。


